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（公社）日本消費生活アドバイザー・
コンサルタント協会（ＮＡＣＳ）とは

NIPPON ASSOCIATION of CONSUMER SPECIALISTS

1988年6月発足
全国7支部 約3,500名(2012年6月)

http://www.nacs.or.jp/

消費生活アドバイザー と
消費生活コンサルタントの有志で結成



ＮＡＣＳ環境委員会では
• 1999年4月～

「持続可能な未来生活を目指し、

ライフスタイルの見直しや

環境に配慮した生活のための提案を 広く行う」

◆ 「消費者と企業の橋渡し役」

グリーンコンシューマーが、人口の16％を超える

ことを目標に活動

◆「環境ラベル」「環境報告書」などの

環境情報、環境コミュニケーションに注目

◆「商品の一生を知ろう」
ｎａｃｓ



4

わたしたちの暮らしは
ものやサービスを購入し
使うことで成り立っている

これらの商品は

すべて地球からのめぐみと

国内外の多くの人々の労働で生み出されている
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商品には一生がある

原料の
調達

使用・
消費

販売・
購入

製造廃棄・
リサイクル

資源を採取する
ときに取り返しの
つかない環境へ
のダメージを与え
ていないか？

使用や廃棄時の環
境負荷を最小限に
とどめる努力はな
されているか？

働く人々の安
全や健康や
正当な対価
は守られてい

るか？

etc.

etc.
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商品の一生は
私たちには見えにくくなっている

地域の中で
生産＆消費

工業化や

グローバル化
の進展

環境破壊につなが
るような商品は欲

しくないな

どこで作って
いるのかな？

きちんと賃金が支
払われていない
ような商品は買い

たくな～い



消費者の購入実態調査（２００８年）

◆ スーパーマーケットで、レギュラーコーヒーを実際に買った人に対して
コーヒーの選択基準を対面調査

（１）コーヒーを選ぶ基準は何ですか？（複数回答）
１位 品質や機能（味や香り）
2位 価格
3位 ブランド

※「環境配慮や社会的公平性」はごく少数

（２）コーヒー購入時に関心のある環境項目は？
1位 環境のことは、特に気にしていない
2位 栽培時の消毒散布等、農薬の影響
３位 生産地の労働者に公正な利益配分がなされているか

（フェアトレード）
４位以下で、 熱帯雨林などの環境項目



調査の結果で見えた消費者意識

• コーヒーの選択基準に「環境」は結びつきにくい

• 「コーヒーの環境配慮とは」の定義が明確でない

• コーヒーの抱える「社会的公平性」「持続可能性」
とは何かを、消費者は認識していない

しかし、一方で

• 自然環境保全、トレーサビリティー、社会的公平性
に関する情報の必要性は感じている
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レギュラーコーヒー



レギュラーコーヒー の一生
毎朝飲んでいるコーヒーはどこで誰が作っているの？

●コーヒーは農作物だから 一生のうちでは、
農園を開き、栽培、加工するときの負荷が
大きいのでは？どうなの？

●工業製品は原材料もいろいろだけど、
コーヒーは原料が一つだから、
栽培現場を見に行けばわかるかも？

●グアテマラの農園を紹介して
くださる方に、幸運にも出会えた

10http://www.nacs.ne.jp/~ecology/study/leaflet_1003.html
小冊子掲載アドレス



11



グッドインサイド認証農園
サンタ・クララ

12



ジャングルの様に植生が豊かで、蝶や鳥が多く見られた

レインフォレスト・アライアンス認証農園
サン・アウグスティン・ラス・ミナス
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農園にある無料の学校の様子
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レインフォレスト・アライアンス認証農園
サン・アウグスティン・ラス・ミナス



コーヒーで目にする環境ラベル

フェアトレード

有機ＪＡＳマークバードフレンドリー

レインフォレストアライアンス

グッドインサイド
15



Out of sight, out  of  mind
知らなければ、想像することもできない

×消費者が関心を寄せないから説明が要らない
と考えるのではなく

○説明が足りないから消費者は関心を持たない
と考えて欲しい

事業者は、持続可能な方法で事業を行い、

その取り組みを 消費者に伝える使命がある

※原料調達や製造の現場での負荷を知らないと、消費者は

エコラベル、エシカルラベルが付いていても、気がつかない16



みんなが幸せになる商品を選ぼう

• 商品の一生に関心を持ち、声をあげれば

その商品に関わる環境負荷や

人々の暮らしの問題解決につながる（ｅｘ コーヒー）

• 生産地の持続可能な取り組みを示したラベルも

ひとつの情報として参考に
17



ｴｺﾗﾍﾞﾙ、ｴｼｶﾙﾗﾍﾞﾙの何が問題か？

• 一般消費者

⇒事業者がエシカルに事業を行っても

その意味、重要性を伝えなければ、

消費者の選択にはつながらない

ラベルがあっても、存在に気付かない

• 環境ラベルの存在は知っている消費者

⇒ラベルが多数存在するため

本当なの？ どこまでできているの？ 誰が保証して

いるの？ どれを選ぶの？ と 迷う声も

※正しくコミュニケーションできているのか？

まずは、環境情報として提供することは基本
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いいもの、いいサービスを通じ、事業者は
真剣に消費者に賢明な選択を訴え

消費者も「商品を購入する」という行動で事
業者を応援することができる

真剣な事業者と消費者のコラボレーションが
持続可能なくらしをつくる

消費者の役割はとても重要

※特に、消費者の購入の場である流通は、
コミュニケーションの要であるとの自覚が重要！


